
刈払機による負傷事故
が発生しています!!

出典：農作業安全指導マニュアル、 (一社）日本農業機械化協会、（一社）農業改良普及支援協会

農作業中の負傷事故が発生しています。
〇田の畦草刈中に、刈刃が石にあたりチップが右眼に飛んで負傷。
治療を続けていたが、後に失明。
○栗山の下草刈り作業中に足元の草を刈る際、誤って右足親指の
付け根を切傷。
○栗園の下草刈り作業中に、木の枝に刈刃があたり、右足首に飛んで
負傷。

ほ場や樹園地の草刈り作業で刈払機を使用する際は、足元と周辺環境
の確認、防護服の着用徹底、機械の取扱いに十分注意し、事故の防止に
つとめましょう。



【お問い合わせ】熊本県農林水産部生産経営局農業技術課
TEL 096-333-2380 FAX 096-381-8491
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小段を設置
・傾斜面・法面に小段の設置
・スパイク靴の着用

防護具の着用を徹底

草むらに潜む構造物（穴・溜桝）や
切り株、大きな石、空き缶などを、
まず点検

詰まり除去時や刈払機を置く時
エンジン停止！

安全対策のポイント


